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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
悪
と
闘
っ
た
ら
２
１

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
３
２
１
Ｔ

【
作
者
名
】

　
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｍ
ｏ
ｍ
ｔ
ｙ
ａ
ｎ

【
あ
ら
す
じ
】

　
つ
い
に
海
外
編
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
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も
し
も
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
っ
た
ら
（
前
書
き
）

感
想
を
書
い
て
ね
。
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も
し
も
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
っ
た
ら

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
カ
ダ
フ
ィ
・
・
等
々
現
れ
た
か
怒
。
）
カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。

海
外
編
に
突
入
し
て
１
か
月
に
な
る
し
、
そ
ろ
そ
ろ
次
の
話
を
書
き
た
い
頃
だ

と
作
者
は
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
・
・
今
日
で
お
前
を
殺
し
、
終
わ
り
に
し
て
や

る
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
！
ギ
タ
ー
の
仕
込
み
刀
の
剣
技
・
・
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
斬
り

！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
仕
込
み
刀
を
真
っ
直
ぐ
に
向
け
て
、
カ
ダ
フ
ィ
に
食
ら
わ
そ
う

と
し
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
ほ
う
・
・
ま
る
で
水
を
帯
び
た
雨
が
滴
る
よ
う
な
剣
技

だ
な
・
・
だ
が
、
俺
は
覇
気
を
習
得
し
て
い
る
。
水
如
き
で
俺
が
ビ
ビ
る
訳
が

ね
え
よ
。
喰
ら
え
・
・
さ
）
カ
ダ
フ
ィ
が
技
を
出
す
瞬
間
に
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
刀
が

カ
ダ
フ
ィ
の
頬
を
切
り
裂
き
、
カ
ダ
フ
ィ
は
飛
ば
さ
れ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
私
は
な

あ
・
・
し
た
く
も
無
い
勝
負
に
毎
度
巻
き
込
ま
れ
て
、
自
然
に
覇
気
が
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
ん
だ
！
ロ
ギ
ア
の
貴
様
の
攻
撃
も
喰
ら
わ
ん
叫
！
）
仰
向
け
に
な

っ
た
カ
ダ
フ
ィ
は
笑
い
な
が
ら
立
ち
上
が
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。

俺
が
攻
撃
を
喰
ら
う
と
は
な
・
・
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
も
う
一
度
喰
ら
え
！
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｕ
斬
り
！
）
カ
ダ
フ
ィ
（
喰
ら
う
か
小
娘
！
）
カ
ダ
フ
ィ
は
右
手
を
曲
げ
て
、

Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
腕
に
当
て
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
し
ま
っ
た
！
）
カ
ダ
フ
ィ
（
終
わ
り
だ
！

バ
ル
ハ
ン
！
（
三
日
月
砂
丘
）
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
左
腕
が
砂
の
技
を
喰
ら
い
、
み

る
み
る
内
に
干
か
ら
び
て
い
っ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
う
ぎ
ぎ
・
・
力
が
出
な
い
。
）

カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
。
そ
の
左
腕
は
水
分
を
抜
か
れ
て

（
血
）
、
そ
の
手
に
は
何
も
ね
え
よ
笑
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
水
分
補
給
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
分
を
飲
ん
だ
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ハ
ア
ハ
ア
。
何
で
だ
？
水
分

を
飲
ん
で
腕
は
戻
っ
て
い
る
の
に
、
喉
が
乾
い
て
く
る
・
・
こ
の
砂
上
の
国
で

冷
え
た
水
分
は
無
く
て
ホ
ッ
ト
な
感
じ
だ
っ
た
け
れ
ど
・
・
お
前
、
私
の
体
に

他
に
何
を
し
た
ん
だ
！
）
カ
ダ
フ
ィ
（
い
や
・
・
何
も
。
バ
ル
ハ
ン
以
外
は
し

て
ね
え
よ
・
・
お
前
が
飲
ん
だ
水
分
は
何
な
ん
だ
？
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
か
口
の
中

も
ゴ
モ
ゴ
モ
す
る
・
・
こ
れ
っ
て
？
何
？
赤
黒
い
物
が
入
っ
て
る
？
お
前
！
本

当
に
何
か
し
て
い
な
い
の
か
？
）
カ
ダ
フ
ィ
（
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
う
る
せ
え
よ
怒

！
何
も
し
て
い
な
い
だ
ろ
！
）
そ
の
時
、
明
日
か
ら
の
お
笑
い
シ
リ
ー
ズ
で
主
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役
を
張
る
、
菅
直
人
が
血
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
現
れ
た
。
菅
直
人
（
ハ
ア
ハ

ア
Ｙ
Ｕ
Ｉ
。
俺
様
が
今
朝
、
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
た
水
分
は
旨
い
だ
ろ
。
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
お
前
・
・
何
を
入
れ
た
ん
だ
。
無
茶
苦
茶
喉
が
乾
い
て
く
る
ぞ
。
何

を
入
れ
た
か
言
え
！
）
菅
直
人
（
何
っ
て
お
前
・
・
力
を
付
け
る
為
に
俺
様
が

作
っ
て
入
れ
た
ん
だ
、
旨
い
だ
ろ
そ
の
お
汁
粉
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
お
前
は
怒
・
）

カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。
傑
作
だ
笑
。
）
菅
（
カ
ダ
フ
ィ
・
・
貴
様
、
許
さ

ん
ぞ
！
俺
様
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
を
上
げ
や
が
っ
て
怒
。
明
日
か
ら
は
俺
様
が
限
定

期
間
で
主
役
の
話
が
連
載
す
る
！
悪
い
が
、
貴
様
を
俺
様
が
倒
す
ぞ
叫
！
）
菅

は
シ
ャ
ツ
の
袖
を
肩
ま
で
ま
く
り
、
腕
を
振
り
回
し
始
め
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
本
当

に
、
良
い
こ
と
一
つ
も
出
来
な
い
な
・
・
）
カ
ダ
フ
ィ
（
ほ
う
・
・
来
る
か
？
）

菅
（
喰
ら
え
！
カ
ン
カ
ン
の
・
・
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
へ
～
此
れ
は
初
め
て
の
パ
タ
ー

ン
だ
な
。
）
菅
（
ピ
ス
ト
ル
叫
！
）
菅
の
腕
は
別
に
ゴ
ム
の
よ
う
に
伸
び
る
訳

で
は
無
く
、
拳
を
真
っ
直
ぐ
向
け
た
ま
ま
走
っ
て
カ
ダ
フ
ィ
に
向
か
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
当
た
っ
た
が
砂
に
カ
ダ
フ
ィ
は
な
り
、
攻
撃
は
当
た
ら
な
か
っ

た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
お
前
は
本
当
に
空
き
缶
だ
な
・
・
）
カ
ダ
フ
ィ
は
菅
の
首
を

手
で
掴
ん
だ
。
菅
（
や
・
べ
ろ
・
・
干
か
ら
び
る
・
・
）
カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ

ハ
ハ
。
長
芋
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
出
来
上
が
り
だ
笑
！
）
カ
ダ
フ
ィ
は
菅
を

捨
て
、
菅
は
風
に
乗
っ
て
空
に
飛
ん
で
行
っ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
日
本
に
帰
れ
る
な
。

あ
の
方
角
だ
っ
た
ら
。
）
カ
ダ
フ
ィ
（
喰
ら
え
！
サ
ー
ブ
ル
ス
（
砂
嵐
）
！
）

カ
ダ
フ
ィ
は
砂
嵐
を
作
り
上
げ
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
に
向
け
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
う
か
！

Ｒ
ｏ
ｌ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
回
転
斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
回
転
を
し
な
が
ら
風
力
を
起
こ
し

て
、
砂
嵐
を
蹴
散
ら
し
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
い
ろ
い
ろ
、
邪
魔
が
入
っ
た
が
ケ
リ

を
付
け
て
や
る
！
デ
ザ
ー
ト
サ
ー
ブ
ル
ス
！
）
カ
ダ
フ
ィ
は
砂
嵐
の
形
を
、
刀

に
代
え
て
斬
撃
を
Ｙ
Ｕ
Ｉ
に
向
け
よ
う
と
し
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
う
わ
！
危
な
い
！

何
と
か
避
け
た
け
ど
・
・
）
後
ろ
に
あ
っ
た
宮
殿
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
切
り
刻
ま
れ

た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
て
破
壊
力
だ
。
）
カ
ダ
フ
ィ
（
も
う
一
度
喰
ら
え
。
デ
ザ
ー

ト
・
・
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
遅
い
！
Ｉ
ｔ
ｓ
Ｍ
ｙ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
斬
り
！
）
カ
ダ
フ
ィ
の
右

肩
を
斬
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
く
そ
！
覇
気
も
中
々
あ
る
じ
ゃ
ね
え
か
・
・
何
回

も
・
・
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
そ
し
て
、
も
う
一
回
！
覇
気
ジ
ェ
ッ
ト
チ
ェ
リ
ー
突
き
！
）

カ
ダ
フ
ィ
は
腹
の
真
ん
中
に
諸
に
刀
が
刺
さ
り
飛
ば
さ
れ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
ハ
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ア
ハ
ア
。
血
が
出
て
く
る
ぞ
。
何
年
ぶ
り
に
見
る
血
だ
・
・
昔
は
俺
も
相
当
強

か
っ
た
が
、
腕
が
落
ち
た
も
の
だ
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
諦
め
て
、
公
算
し
ろ
。
）
カ

ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。
残
念
だ
が
、
俺
は
諦
め
が
悪
い
ん
だ
よ
・
・
Ｙ
Ｕ
Ｉ

！
貴
様
に
面
白
い
物
を
見
せ
て
や
る
。
）
カ
ダ
フ
ィ
は
血
を
流
し
な
が
ら
、
ニ

ヤ
ニ
ヤ
笑
い
左
手
を
地
面
に
つ
け
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
何
？
）
カ
ダ
フ
ィ
（
ハ
ア
ハ

ア
。
砂
っ
て
も
の
は
な
、
大
地
を
干
か
ら
び
さ
す
能
力
も
持
っ
て
い
る
・
・
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ま
さ
か
！
）
カ
ダ
フ
ィ
（
喰
ら
え
砂
奥
義
！
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ス
！
）

カ
ダ
フ
ィ
が
叫
ぶ
と
、
大
地
が
割
れ
て
周
り
の
石
像
や
植
物
、
プ
ー
ル
の
水
が

乾
き
始
め
、
砂
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
恐
ろ
し
い
！
）
Ｙ
Ｕ

Ｉ
は
反
転
を
し
て
、
高
い
柱
の
上
に
立
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
逃
げ
足
だ
け
は
早

い
な
あ
。
だ
が
、
貴
様
は
俺
に
勝
て
ん
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
！
ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ

斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
カ
ダ
フ
ィ
を
斬
ろ
う
と
し
た
が
、
隙
が

出
来
て
し
ま
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。
ゴ
ミ
屑
が
！
俺
が
勝
っ
た
な

！
デ
ザ
ー
ト
ス
パ
ー
ダ
！
砂
の
斬
撃
を
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
諸
に
喰
ら
っ
た
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ

（
が
は
あ
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
仰
向
け
に
は
倒
れ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
そ
の
血
の
流
れ
方

じ
ゃ
あ
、
も
う
立
て
ね
え
だ
ろ
。
無
様
だ
な
笑
。
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。
俺
こ
そ
が
神

と
な
る
男
だ
・
・
つ
い
で
に
水
分
も
抜
い
て
お
く
か
。
）
カ
ダ
フ
ィ
は
Ｙ
Ｕ
Ｉ

の
首
を
掴
み
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
血
液
を
抜
い
て
行
っ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
や
・
べ
・
て
。

）
カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。
み
る
み
る
内
に
乾
い
て
く
る
な
。
俺
に
逆
ら
っ

た
こ
と
を
後
悔
さ
せ
て
や
る
。
）
そ
の
時
、
辺
り
が
炎
に
包
ま
れ
た
。
カ
ダ
フ

ィ
（
彼
奴
か
怒
・
・
ム
バ
ラ
ク
の
馬
鹿
は
し
く
じ
り
や
が
っ
た
か
怒
。
）
水
嶋

ヒ
ロ
（
そ
う
だ
！
こ
の
通
り
、
黒
こ
げ
に
し
て
や
っ
た
ぜ
笑
♪
）
神
崎
昴
（
も

う
観
念
し
ろ
。
カ
ダ
フ
ィ
叫
！
）
カ
ダ
フ
ィ
（
ク
ハ
ハ
ハ
ハ
。
火
で
砂
の
俺
を

倒
せ
る
の
か
！
あ
の
世
に
い
く
の
は
貴
様
等
だ
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
う
お
ー
！
）
カ

ダ
フ
ィ
（
何
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
Ｉ
ｗ
ａ
ｎ
ｎ
ａ
ｂ
ｅ
斬
り
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
横
に
振

っ
た
刀
は
、
カ
ダ
フ
ィ
の
腸
を
斬
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
お
前
・
・
何
故
だ
！
）

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
あ
～
も
う
１
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
が
あ
っ
た
か
ら
、
因
み
に
こ

れ
も
あ
の
ア
ホ
・
・
コ
ー
ン
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
入
れ
て
た
み
た
い
だ
な
。
）
カ
ダ

フ
ィ
（
喰
ら
え
！
ラ
ス
パ
ー
ダ
！
）
カ
ダ
フ
ィ
は
砂
で
斧
の
刃
を
作
り
、
Ｙ
Ｕ

Ｉ
に
あ
び
せ
よ
う
と
し
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
ケ
イ
ト
の
件
は
許
さ
ん
ぞ
！
ゴ
ミ
屑
叫
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！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
斬
撃
を
弾
き
炎
の
中
に
入
っ
た
。
カ
ダ
フ
ィ
（
ハ
ア
ハ
ア
。
馬

鹿
め
逃
げ
る
か
？
）
す
る
と
、
歌
が
聞
こ
え
て
き
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ

～
♪
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
～
♪
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
̃

♪
）
カ
ダ
フ
ィ
（
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い

る
の
か
？
何
だ
？
何
処
に
い
る
ん
だ
？
）
カ
ダ
フ
ィ
は
そ
わ
そ
わ
し
始
め
た
。

Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
終
わ
り
だ
・
・
カ
ダ
フ
ィ
・
）
カ
ダ
フ
ィ
（
し
ま
っ
た
！
後
ろ
か
！

サ
ー
ブ
ル
ス
！
）
砂
嵐
を
繰
り
出
し
た
が
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
い
な
か
っ
た
。
カ
ダ
フ

ィ
（
後
ろ
に
居
な
い
？
何
故
だ
！
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
正
面
だ
・
・
）
カ
ダ
フ
ィ
は
恐

る
恐
る
前
を
向
い
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
喰
ら
え
怒
！
新
曲
奥
義
！
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
斬
り

！
）
覇
気
と
水
分
を
ま
と
っ
た
、
Ｙ
Ｕ
Ｉ
の
刀
は
カ
ダ
フ
ィ
を
斬
っ
た
。
カ
ダ

フ
ィ
（
血
が
・
・
噴
出
し
て
く
る
ぞ
。
感
じ
る
・
・
俺
の
死
が
。
）
カ
ダ
フ
ィ

は
倒
れ
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
（
終
わ
っ
た
。
）
神
崎
昴
（
１
か
月
の
長
い
戦
い
だ
っ
た

な
。
）
水
嶋
ヒ
ロ
（
皆
が
待
っ
て
い
る
、
い
こ
う
や
。
）
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
空
を
見
上

げ
た
。
す
る
と
空
か
ら
雨
が
降
っ
て
き
た
。
Ｙ
Ｕ
Ｉ
は
暫
く
皆
と
雨
が
降
る
空

を
眺
め
て
い
た
。
終
　
菅
直
人
（
明
日
は
俺
様
が
主
役
だ
叫
！
）
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も
し
も
Ｙ
Ｕ
Ｉ
が
闘
っ
た
ら
（
後
書
き
）

感
想
を
書
い
て
ね
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

YUIが悪と闘ったら２１
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n7321t/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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